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プロジェクト例（１）：デジタルタコグラフ

CO2

燃料タンク
燃料残量計

デジタコ

電圧

電圧

デジタルタコグラフ（以下、デジタコ）は、車両の動きをとらえる各種センターが搭載されており、ブラック

ボックスの役目のほか、前後加速度（アクセル・ブレーキ操作）、旋回速度（ハンドル操作）、左右加速度

（遠心力）などのデータを得ることができる。

デジタコで取得した各種データを基に、安全運転やエコドライブの指導・改善等を行うことによりＣＯ２の

削減に繋がる。相手国側にとっては、安全・輸送品質向上、燃費削減などの利点もある。

排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）

運転に反映運転に反映運転に反映運転に反映

インターネット上でインターネット上でインターネット上でインターネット上で

運転状況を確認運転状況を確認運転状況を確認運転状況を確認

【【【【算定につかうデータ算定につかうデータ算定につかうデータ算定につかうデータ】】】】

•走行距離

•燃料使用量

【【【【リファレンスラインリファレンスラインリファレンスラインリファレンスライン】】】】

デジタコを装着したトラックが装着して

いない場合に発生したであろうと想定

される化石燃料起源の年間排出量（過

去１年間の走行距離などをもとに計

算）を考慮して設定

通信アダプタ
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FCS FCS

工場省エネ技術は、工場で使用される電力、蒸気、冷温水、圧縮空気を供給する各設備の全体の運用

最適化を図り、これらの生成に要する燃料および生成の際発生する二酸化炭素を大幅に削減するもの。

具体的には、今まで個々に運転されていた既設のボイラー、冷凍機、空気コンプレッサといった各設備

を協調させて運用することで、需要の変動に合わせて最適な機器選択・負荷配分を行うことにより設備

全体での無駄を省き、全体の効率向上を実現する。

排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）

【【【【算定につかうデータ算定につかうデータ算定につかうデータ算定につかうデータ】】】】

•燃料使用量

【【【【リファレンスラインリファレンスラインリファレンスラインリファレンスライン】】】】

•プラント最適化技術を利用していない

場合に発生したであろうと想定される

燃料使用量の年間排出量（過去１年

間の燃料使用量などをもとに計算）を

考慮して設定

プロジェクト例（２）：工場省エネ

2



インバータは、電力の電圧、電力の電圧、直流と周波数を制御する技術。インバータ付きエアコンは、省

エネ効率が高く、ノン・インバーターエアコンと比較すると約３０％の年間電力消費量を低減する効果が

ある（１台あたり0.5トン／年程度の排出低減効果）。昨年度の実測結果によると、ハノイで４２％、ホーチ

ミンで３６％の省エネ効果が確認された。

インバータ付きエアコンの導入を進めるため、省エネラベリング制度の導入の検討なども同時に相手国

政府に打ち込むことで、普及の拡大に繋げる。

排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）

【【【【算定につかうデータ算定につかうデータ算定につかうデータ算定につかうデータ】】】】

•電力消費量

【【【【リファレンスラインリファレンスラインリファレンスラインリファレンスライン】】】】

•従来型ノン・インバータエアコンを使

用した場合に発生したであろうと想定

される年間排出量を考慮して設定

プロジェクト例（３）：インバータ付きエアコン
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従来型変圧器は、変電所から送られてくる高い電圧の電気を安全に使えるように低い電圧に変換する

ために常時稼働し、絶えず1～3%の電気を損失している。変圧器の鉄心の素材に電気特性が向上する

合金を用いた変圧器を導入することで、エネルギー損失を大幅に削減できる。

エネルギー損失を抑えることで、途上国で不足する電力供給の安定化にも繋がる。

排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）排出削減量の算定方法（方法論）

【【【【算定につかうデータ算定につかうデータ算定につかうデータ算定につかうデータ】】】】

•無負荷損低減率

【【【【リファレンスラインリファレンスラインリファレンスラインリファレンスライン】】】】

•従来型変圧器を使用した場合に発生

したであろうと想定される年間排出量

考慮して設定

プロジェクト例（４）：高効率配電変電器
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インドインドインドインド::::

•超々臨界石炭火力発電所(ＵＳＣ)の導入

•コークス炉への省エネ技術の導入

モルディブモルディブモルディブモルディブ::::

• 海洋深層水多段利用インフラの導入

マレーシア／インドネシアマレーシア／インドネシアマレーシア／インドネシアマレーシア／インドネシア::::

•コーティング肥料使用によるＮ２Ｏ削減

インドネシアインドネシアインドネシアインドネシア::::

•超々臨界石炭火力発電所(ＵＳＣ)の導入

•火力発電設備における低品位炭利用の高効率化

•セメント工場における廃熱回収発電等の導入

•地熱発電設備の新設・改修

•工場設備の最適化制御（by IT）

•森林保全対策（ＲＥＤＤ+）

•ＣＣＳ（ＣＯ２地下貯留）

中国中国中国中国::::

•工場への高効率モーターの導入

•省エネ住宅の導入

ベトナム／ラオス／マレーシア／中国ベトナム／ラオス／マレーシア／中国ベトナム／ラオス／マレーシア／中国ベトナム／ラオス／マレーシア／中国::::

•車載端末（デジタコ）試行導入

ラオスラオスラオスラオス::::

•森林保全対策（ＲＥＤＤ+）

ラオス／ミャンマーラオス／ミャンマーラオス／ミャンマーラオス／ミャンマー::::

• セメント工場における省エネ診断

フィリピンフィリピンフィリピンフィリピン::::

•地熱発電設備の改修

•鉄鋼焼結プロセスへの省エネ技術の導入

メキシコメキシコメキシコメキシコ::::

• 高効率照明・省エネ家電製品普及促進

ペルーペルーペルーペルー::::

•森林保全対策（ＲＥＤＤ+）

マレーシアマレーシアマレーシアマレーシア::::

•業務用ビル空調制御システムの導入

•バイオマス燃料化技術等の導入（セメント工場）

タイタイタイタイ::::

•車載端末（デジタコ）試行導入

•工場設備の最適化制御（by IT）

•自家発電設備・ＣＨＰ設備の導入

ブラジルブラジルブラジルブラジル::::

•森林保全対策（ＲＥＤＤ+）

ベトナムベトナムベトナムベトナム::::

•超々臨界石炭火力発電所(ＵＳＣ)の導入

•原子力発電の導入

•高効率電化機器の普及促進

•高効率配電変圧器の導入

【【【【経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ】】】】平成２２年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２２年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２２年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２２年度二国間クレジット制度ＦＳ 採択案件（３０件・１３か国）採択案件（３０件・１３か国）採択案件（３０件・１３か国）採択案件（３０件・１３か国）
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タイタイタイタイ:

•次世代型太陽熱利用空調システムの導入

バングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュ:

•CCGT発電所の新設

ポーランドポーランドポーランドポーランド:

•スマートグリッド技術の適用

モルディブモルディブモルディブモルディブ:

•海洋深層水多段利用インフ

ラの導入

インドインドインドインド////トルコトルコトルコトルコ:

•高炉ガス焚きガスタービン複合発電

ケニアケニアケニアケニア:

•ロッジ・ホテルのエコ化

ジプチジプチジプチジプチ////エチオピアエチオピアエチオピアエチオピア////ルワンダルワンダルワンダルワンダ:

•地熱発電

ベトナムベトナムベトナムベトナム/タイタイタイタイ:

•コンビニエンスストアのエコ店舗化

ベトナム／ラオス／マレーシア／中国ベトナム／ラオス／マレーシア／中国ベトナム／ラオス／マレーシア／中国ベトナム／ラオス／マレーシア／中国:

•車載端末（デジタコ）試行導入

ベトナム／インドネシア／南アフリカ：ベトナム／インドネシア／南アフリカ：ベトナム／インドネシア／南アフリカ：ベトナム／インドネシア／南アフリカ：

•高効率配電変圧器の導入

南アフリカ南アフリカ南アフリカ南アフリカ:

•鉄鋼セクターの省エネ技術導入

•高効率ガスタービンの導入

インドインドインドインド: 

•超々臨界石炭火力発電所(USC)の導入

•コークス乾式消火設備等の省エネ設備普及促進

•石炭火力発電所の高効率化

•超々臨界石炭火力発電設備の導入及び保全アフター

サービスの推進

•製鉄所における省エネ化(3事業）

•太陽光発電の導入

•流水式マイクロ水力発電の導入

•高効率サーバーの導入

ロシアロシアロシアロシア:

•随伴ガス回収・有効利用

ベトナムベトナムベトナムベトナム:

•高効率エアコン普及促進

•セメント工場における廃熱発電設備普及促進

•データセンター等サーバーの更新・統合

•超々臨界石炭火力発電所(USC)の導入

•低濃度炭鉱メタンガス処理・発電施設の導入

•高効率電化機器の普及促進

マレーシア／インドネシアマレーシア／インドネシアマレーシア／インドネシアマレーシア／インドネシア:

•コーティング肥料仕様によるN2O排

出削減

メキシコメキシコメキシコメキシコ:

•食塩電解による苛性ソーダ、塩素製品製造プロセスの省エネ化

カンボジアカンボジアカンボジアカンボジア:

•森林におけるバイオ

マス利用

• （黒）→ 経済産業省執行（１０事業）

• （黄）→ ＮＥＤＯ執行（４０事業）

インドネシア：インドネシア：インドネシア：インドネシア：

•高効率太陽光発電普及促進

•森林におけるバイオマス利用（3事業）

•セメント工場における排熱利用

•地熱発電設備導入

•セメント工場における廃熱による低品位炭等高水分燃料の乾燥

•代替天然ガスの導入

•パームオイル工場廃棄物によるバイオマスボイラー発電施設の導入

•CCS（CO2地下貯留）

•小水力発電プロジェクトに対する日本の技術導入

•セメント輸送船運航効率化

•地熱発電設備（フラッシュ方式・バイナリー方式）

•ユーティリティ供給設備向け「連携制御」技術適用プロジェクト導入

•プラント操業システムの最新化

•水力発電改修

マレーシアマレーシアマレーシアマレーシア:

• 家庭用太陽光発電

事業の促進

モザンビークモザンビークモザンビークモザンビーク:

•バイオディーゼル発電及び太陽光発電導入

【【【【経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ】】】】平成２３年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２３年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２３年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２３年度二国間クレジット制度ＦＳ 採択案件（５０件・１８か国）採択案件（５０件・１８か国）採択案件（５０件・１８か国）採択案件（５０件・１８か国）
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ベトナム／タイ／マレーシアベトナム／タイ／マレーシアベトナム／タイ／マレーシアベトナム／タイ／マレーシア:

•建物省エネ（商業施設）

ジプチ／エチオピアジプチ／エチオピアジプチ／エチオピアジプチ／エチオピア:

•地熱発電

ベトナム／タイベトナム／タイベトナム／タイベトナム／タイ:

•建物省エネ（コンビニエンスストア）

•マイクロ水力発電設備

マレーシア／インドネシアマレーシア／インドネシアマレーシア／インドネシアマレーシア／インドネシア:

•コーティング肥料仕様によるN2O排出削減

ベトナム／ミャンマー／カンボジアベトナム／ミャンマー／カンボジアベトナム／ミャンマー／カンボジアベトナム／ミャンマー／カンボジア:

•超々臨界圧（ＵＳＣ）石炭火力発電所普及

インドネシアインドネシアインドネシアインドネシア:

•再生可能エネルギーハイブリッドシステム

•ユーティリティ設備運用最適化技術普及

•既設石炭火力発電所の効率・環境改善（リプレース）

•高効率水力発電技術

•REDD+ (5 事業)

•プラント操業システムの最適化

•ＥＭＳを活用した風力発電

•薄膜型太陽電池による大規模発電

•パームオイル工場バイオマス発電

•ＳＮＧ

•ＣＣＳ（CO2地下貯留）

•バイオ燃料

•セメント輸送船等運航効率化

•小水力発電

•地熱発電

•低品位炭燃料排熱乾燥

ケニアケニアケニアケニア:

•ハイブリッド ミニ グリッド

モンゴルモンゴルモンゴルモンゴル:

•送電網及び石炭火力発電所の高効率化

フィリピンフィリピンフィリピンフィリピン:

•内燃機関三輪自動車の電気三輪自動車への

置き換え

•地熱フラッシュ発電及びバイナリー発電導入

タイタイタイタイ:

•冷温同時取出ヒートポンプ導入

カザフスタンカザフスタンカザフスタンカザフスタン:

•石炭火力発電所近代化更

新プロジェクト

バングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュ:

•高効率火力発電

インドインドインドインド:

•製鉄所における省エネ化

•マイクロ水力導入

•HFC冷媒を用いた省エネ空調機の普及

•低温廃熱回収型石炭乾燥技術の導入

•データセンターにおける高効率サーバー導入

•超々臨界圧（ＵＳＣ）石炭火力発電所

•製鉄所における高効率燃料利用

モザンビークモザンビークモザンビークモザンビーク:

•バイオディーゼル発

電／太陽光発電の

ハイブリッドシステム

南アフリカ南アフリカ南アフリカ南アフリカ:

•セメント工場における省エネ

島嶼国・沿岸国島嶼国・沿岸国島嶼国・沿岸国島嶼国・沿岸国:

•海洋深層水多段利用

メキシコメキシコメキシコメキシコ:

•コージェネレーション設備の導入

モルディブモルディブモルディブモルディブ:

•海洋深層水多段利用シス

テムの普及

ミャンマーミャンマーミャンマーミャンマー :

•流水式マイクロ水力発電

ベトナムベトナムベトナムベトナム:

•中小規模水力発電事業の推進

•高効率機器普及促進組成調査（建物省エネ）

•高効率エアコン普及促進

•製鉄所における省エネ化

•節水型シャワー普及

•電動バイク普及

•超々臨界圧石炭火力

マレーシアマレーシアマレーシアマレーシア:

•ＥＭＳ導入

• （黒）→ 経済産業省執行（３３事業）

• （黄）→ ＮＥＤＯ執行（２１事業）

【【【【経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ】】】】平成２４年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２４年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２４年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２４年度二国間クレジット制度ＦＳ 採択案件（５４件・１９か国）採択案件（５４件・１９か国）採択案件（５４件・１９か国）採択案件（５４件・１９か国）
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ケニアケニアケニアケニア:

•ソーラーランタン普及

インドインドインドインド:

•製鉄所における省エネ技術普及

•高効率空調機普及

ラオスラオスラオスラオス::::

•ビール工場省エネ

ミャンマーミャンマーミャンマーミャンマー :

•流水式マイクロ水力発電

インドネシアインドネシアインドネシアインドネシア:

•バイオ燃料

•二酸化炭素冷媒を用いた冷凍冷蔵ショーケース普及

ベトナムベトナムベトナムベトナム:

•超々臨界圧石炭火力（混焼）

•水質浄化・汚泥排出削減

モンゴルモンゴルモンゴルモンゴル:

•風力発電導入

メキシコメキシコメキシコメキシコ:

•二酸化炭素分離・回収技術(CCS）

ジプチ／ルワンダジプチ／ルワンダジプチ／ルワンダジプチ／ルワンダ:

•地熱発電

タイタイタイタイ:

•工業団地における省エネ

• （黒）→ 経済産業省執行（１３事業）

※平成２５年７月２２日時点

【【【【経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ経済産業省・ＮＥＤＯ】】】】平成２５年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２５年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２５年度二国間クレジット制度ＦＳ平成２５年度二国間クレジット制度ＦＳ 採択案件（１３件・１１か国）採択案件（１３件・１１か国）採択案件（１３件・１１か国）採択案件（１３件・１１か国）

8



ビジネスをＪＣＭプロジェクトとして実施した場合、以下のメリットがある。

�技術・製品の省エネ等の効果を両国政府が認めていると考えることができ、国内・他国への売り込みに

使うことが可能。

�企業の社会的責任（ＣＳＲ）として、地球環境に配慮した経営をしていることを対外的に目に見える形で

示すことが可能。

�将来的に取引可能なクレジットを発行する制度へ移行した場合は、事業拡大に活用することが可能。

事業実施

クレジット取得クレジット取得クレジット取得クレジット取得

事業拡大事業拡大事業拡大事業拡大

事業拡大事業拡大事業拡大事業拡大

・販売価格に反映・販売価格に反映・販売価格に反映・販売価格に反映

クレジット取得クレジット取得クレジット取得クレジット取得

・販売価格に反映・販売価格に反映・販売価格に反映・販売価格に反映

ＪＣＭプロジェクトのメリット
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（経済産業省）平成２５年度予算①
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（経済産業省）平成２５年度予算②
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（経済産業省）平成２５年度予算③
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